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認定こども園創設に係る実践と課題

柏まり，佐藤和順（初等教育学科），
古川恵子（就実こども園），北川歳昭（教育心理学科）

Current Status and Tasks Concerning Foundation of  Shujitsu Kodomoen

Mari KASHIWA，Kazuyuki SATO（Department of Elementary Education），
Keiko FURUKAWA （Shujitsu Centre for Early Childhood Education and Care）

and Toshiaki KITAGAWA（Department of Educational Psychology）

抄　　録
　平成 24 年 4 月に開設された就実大学・就実短期大学附属就実こども園の設置に係る背
景，開設に至るまでの経緯及び実践事例と課題について報告する。また，就実こども園の
教育方針，教育目標，年間行事，教育課程など，就実こども園の概要について解説を行
う。就実こども園の特徴として大学教員との協働があげられるが本稿では，大学所属の英
語教員における英語保育を取り上げ，実践実例について解説する。さらに，就実大学・就
実短期大学の附属機関である就実教育実践研究センターが主体となって運営している就実
子育てアカデミー事業と連携して取り組んできた子育て支援事業「親子ふれあいタイム」
の実施状況と，情報発信型子育て支援である「親子ふれあい通信」の発行等の実施状況に
ついても報告する。
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１. 認定こども園就実こども園の設置
（1）認定こども園就実こども園開設に至る背景
　認定こども園就実こども園（以下，就実こども園）を開設するに至る背景は，学校法人
就実学園理事会提出の資料等より以下の通りである。

　急速に少子高齢化が進行していることによる今後の労働力人口の減少や世界経済のグローバル化等を加味

していくと岡山地域に有為で高い理想を有した世界に羽ばたくことができる人材の育成をいかに達成するか

が学校法人就実学園に課せられた責務であるといえる。

　また，岡山地域や周辺地域においては，景気低迷を背景に家計を支えるために働きに出ようとしている女

性が増加する一方で，多くの待機児童が存在するなど保育所の不足が叫ばれている。

　幸い就実学園は，人づくり 106 年の歴史を有するとともに，現在，中学校から高等学校さらに短期大学，

大学，大学院までの一貫教育を行える総合学園としての機能を有している。特に就実大学においては，平成


